
法人理念に基づき、安心安全な
施設運営に努める。

５月　会計監査、理事会
６月　評議員会
９月　理事会
11月　理事会、評議員会
３月　理事会、評議員会
指定更新
　９月　生活介護事業、就労継続支援事業Ｂ型
      　相談支援事業、移動支援事業
　２月　共同生活援助事業
２月末で短期入所の指定は更新せず、廃止とした。

利用者のニーズが多様化、複雑
化している。
利用者のニーズに合った事業が
行えるよう、情報収集を行う。

入所施設に入所し、入所施設から通所する利用者が
増えてきた。
養護学校より、医療的ケアに近い実習生の受け入れ
を行った。職員配置、環境が整わず、卒業後の利用
は難しいと感じるが、地域に受け入れ先がない。
北信圏域からの利用問い合わせが増えているが、送
迎の対応ができず利用につながらなかった。

報酬改定の年度のため、報酬が
多くなる取組み、加算の取得を
目指す。

生活介護事業は基本単価が利用時間で算定すること
になり、体調面や送迎の都合で利用時間が短くなる
利用者の報酬が減少となっている。
加算として「入浴加算」が増設された。「重度心身
障害の方」が対象であり６名の利用者に入浴時の加
算が付くようになった。
就労継続支援事業Ｂ型は、人員配置を7.5対1から6対
1に変更し、基本報酬が増額した。

防災対策、感染症対策、虐待防
止対策の委員会を法人全体で行
い、対策を強化する。

防災対策委員会　　毎月開催
感染症対策委員会、虐待防止委員会　隔月開催
台風接近の際、緊急で防災対策委員会を開催し、対
応の検討を行った。

法人全体の職員人材確保をし、
適正な職員配置を行う。

職員の療養休暇４名取得（パート職員）
うち１名は体調が回復せず、12月末に退職
１月よりパート職員を１名採用、また、パート職員
１名がフルタイムパートに変更となり、常勤職員が
増えた。
報酬減算になるような人員減はないが、長期に休暇
を取る職員が出てくると余裕のない職員配置のた
め、体制が厳しくなってしまう。

建物、備品の老朽化、経年劣化
での修理や買い替えに対し、更
新の計画を立て、補助金等の活
用をする。
点検が必要な設備、備品は定期
的に業者に点検を依頼する。
突発的な修繕に対して、予算を
計上しておく。

浴室天井、床工事について、業者と打ち合わせを行
い、11月末に工事を実施、完了した。
ワークハウスわらしべ屋根上にある太陽光の発電が
できていないことに気が付き、点検をしていただ
く。配線が断線している箇所あり、修繕を行った。
12月に浴室ボイラー室の膨張タンクが水漏れ、修理
を行った。

ワークハウスわらしべが2025年
度に開所20周年を迎える。開所
20周年記念をどのように行う
か、2024年度より準備を行う。

９月の開所記念日に、利用者と職員に来年は20周年
であることを伝えた。記念になる行事を行う予定。
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コロナ禍で地域との交流が減っ
ていたが、以前行った避難訓練
への協力要請等、地域とのつな
がりを持つ。

グループホームは「地域連携推進会議」を地域の方
を交えて行うよう報酬改定の内容にあり、３月に開
催した。
能登半島地震への募金を取組み、４万円程募金が集
まり、須坂社協を通して支援をした。

正規職員９名、パート職員１３
名
各部署に必要に応じた職員配置
を行う。

６月、７月に職員の休暇が重なり、急遽３週間程、
以前もお願いした方に臨時で勤務していただいた。
１月より１名パート職員を増員した。また、部門職
員の異動を行った。

就労継続支援事業Ｂ型　定員２
０名
登録者２５名

体調不良で前年度から利用がなかった２名が、５月
末で退所となった。
７月より他事業所から１名受入れ、11月より１名受
入れ。

生活介護事業　定員２０名
登録者３０名

４月に養護学校卒業生を１名受入れ。
７月に入院となった利用者が１名退所。
８月に他事業所へ通所が決まり、１名が退所。

管理者会議、職員会（月1回）
各種ミーティングの継続。

変更なし。

外部研修、資格取得のための研
修への出席。

経営協セミナー、工賃向上計画セミナー、強度行動
障害支援者研修、サービス管理責任者更新研修（4名
受講）、虐待防止研修、安全運転管理者講習、就労
アセスメント体制強化研修

年２回の避難訓練実施。
緊急時に備え、業務継続計画を
職員間で確認し、必要に応じた
見直しを行う。

６月に避難訓練実施
９月に台風接近の予報あり、緊急に防災対策委員会
を開催し、休業の判断、連絡方法等確認を行った。
11月に避難訓練実施

修繕箇所が多くなっている。設
備等、点検を行いながら、長期
間使用可能できるよう使用して
いく。
＜修理予定箇所＞
　・浴室の天井より水漏れ
　・豆腐製造室から作業室へ
　　の水漏れ
　・食堂洗い場の床からの
　　水漏れ
　・天井窓のワイヤー不具合
　　場所の修理（２カ所）

４月 食堂、豆腐製造室の水栓修理　　  48,400円
　　 送迎用リフトバス車検　　　　   126,550円
５月 浴用ﾋｰﾀｰ点検　　　　　         159,500円
６月 太陽光ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅー点検、修繕　82,500円
　　 とうふ号シール付け替え　　      93,500円
８月 ブラインド交換（食堂、介護棟）  54,000円
９月　送迎車リフトバス（ひまわり号）
　　 ウインドウガラスひび割れ修理　　30,500円
10月 浴槽循環ポンプ故障、修理
     介護棟誘導灯交換　　　　　　　　37,000円
11月 浴室天井、床修繕    　　　　 2,310,000円
　　 授産棟中央トイレドア交換
　　 豆腐製造室床修繕
     洗面漏水工事修理　　　　　　　 26,400円
12月 浴室温水ヒーター点検　　　　　110,000円

　他、車両の点検、浴用ボイラー点検、豆腐製造用
ボイラー点検、電気保安協会点検など

とうふ製造部門は「長者どうふ
もめん」の製造、販売を軸にし
ながら「長者どうふおぼろ」の
製造体制と販路拡大を検討す
る。

おぼろ豆腐の評判がよく、製造を販売会やイベント
に合わせて行い、売上の増加を行ったが、もめん豆
腐の販売数が減少している。
機械修理をしてくれる業者が撤退してしまったた
め、今後の修理について検討が必要。

軽作業部門は、現状の軽作業を
維持しながら、新規の作業の予
定があり、利用者の作業意欲向
上になるよう新規作業を進めて
いく。

新規にぶどうの包装紙へのシール貼り作業、選挙チ
ラシにはがきを封入する作業を請けることが出来
た。また、資源回収先が増えたが、中旬からノバ
フォームの材料が減っている。

印刷部門は毎月安定して行える
作業を模索していく。作業内容
のスキルアップを目指す。

新規に冊子作成の依頼があり、作業が続く予定。前
年度より売上が減少している。
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入浴支援は安全に入浴介助が行
えるよう、介護技術の向上に努
める。
利用者の重度高齢化に対し、福
祉用具を使用し利用者と職員に
負担のない介護を行う。

入浴中の事故等なく、安全に入浴介助を行った。
福祉用具の活用を継続し、職員の介護負担が軽減さ
れている。

年間で行事を計画をし、余暇支
援を行う。

4月　 新年度式
5月　 おとうふやさん品評会入賞お祝い会
6月　 サンアップル出張スポーツ教室（卓球等）
7月～　夏季期間　おやつにかき氷の日
9月　 開所記念日
10月　20歳のお祝い会
12月　クリスマス会、弁当の日
1月　 安全祈願祭
2月　 福まき
      助け合い推進大会参加、映画鑑賞
3月　 思い出のアルバム会

利用者に安心安全な支援を行え
るよう、報告、相談を随時行
い、必要な場合は関係機関と連
携を行う。

他の事業所との併用者や、医療との連携が増えてい
る。支援会議等で関係者と情報を共有している。

送迎者が増加しているため、随
時送迎体制を見直し、スムーズ
な送迎に務める。職員会時に交
通安全講習会を行い、安全意識
を高める。

送迎体制は常に見直しを行っている。
４月に利用者が電車内で高校生に不快な行動をして
しまい、ご家族の付添を依頼し、高校生の通学時間
を避けて通所するように対策を取った。そのため、
須坂駅の送迎を２往復し、別便で対応したが、ご家
族が付添での通所を続けていくことが難しくなり、
８月末で退所となった。
12月に送迎車両の接触事故あり。運転職員、乗車し
ていた利用者１名に怪我などなし。接触で送迎車が
廃車になってしまい、急遽、車いす乗車１名の普通
車をリースし、送迎の対応を行った。

専任職員１名、兼務職員１名 兼務職員が2名から1名に変更。

地域で相談支援専門員の不足が
切実な問題となっている。法人
内でできることを検討してい
く。

指定更新の時期となり、更新手続きを行った。
相談支援専門員の不足は解消されず、受任件数は多
くなっている。

利用者に寄り添い、利用者が希
望する生活を継続していけるよ
う支援する。

相談があった場合、できるかぎり受け入れを行っ
た。

共同生活援助事業　定員５名
現在利用者５名

利用者に変更なし。
指定更新の手続きを行った。

短期入所事業　定員１名
現在登録者１名

感染防止対策のため、受け入れ不可。
指定更新はせず、廃止とした。

正規職員１名
パート職員１０名
余裕のない職員配置のため、増
員を検討していく。

1月よりパート職員がフルタイムとなり、常勤職員が
増えた。

早番、遅番、夜勤の職員体制を
継続し、安心して生活できる場
とする
利用者と職員の信頼関係維持に
努め、利用者と話し合いを持ち
ながら充実した生活が出来るよ
う支援する。

勤務体制に変更なし。
「地域連携推進会議」を行い、利用者、利用者家
族、地域の方に参加していただいた。ホーム内の見
学、生活の様子を知ってもらう機会となった。

利用者の健康、衛生面に注意
し、食事提供を行う。
食事提供は、食材を注文、配達
していただく業者に依頼してい
く

食材の価格高騰で、食材費が値上げになった。
米の不足時に、おとうふやさんの大豆を販売してい
る業者に米の購入依頼をしたところ、快く販売して
くださった。その後も定期的に購入していくことに
なった。
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医療機関と連携し利用者の健康
状態を維持できるよう、通院の
付添、相談等を行う。
突発的な病気やけが等に対応す
る。

通院等付添が増えてきている。
６月にコロナ感染者が発生したが、居室で隔離を行
い、感染が広がることはなかった。
11月にもコロナ感染者が発生し、ホーム内で感染が
広がってしまったが、みな軽症で済んだ。

職員会、ミーティングの実施。 継続。

食費、水道光熱費、日用品費が
物価高騰の影響を受けている。
６カ月ごとに清算し、適切な費
用を検討していく。

物価高騰のため、費用の集計をこまめに行い、対策
しているが、高騰してから下がることがなく、利用
者の負担が多くなっている。

修繕等
10月　ガスレンジ、湯沸し器の交換　　540,000円
12月　脱衣室　暖房取付　　　　　　 　83,000円

年２回の避難訓練実施。
夜間想定の訓練を行う。
緊急時に備え、業務継続計画を
職員間で確認し、必要に応じた
見直しを行う。

４月、10月に避難訓練を実施。
災害時に必要な物品の点検、購入等行った。

利用者の希望や意見を傾聴し、
ご家族との連絡、調整に努め
る。
関係機関との連携を行いなが
ら、安心して生活できる場とし
ての役割を担う。

買い物に出掛けたいという利用者の希望から、５月
と３月に職員付添で買い物へ出かけることができ
た。

短期入所再開の検討をし、必要
物品を揃える。

短期入所再開の目途が立たず、今年度の更新を行わ
ず、廃止届を提出した。
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